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安全情報の表示について

当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。

本書中の表示について

回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。

回避しなければ，死亡または重傷に至る恐れがある潜在的危険について警告しています｡

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る恐れがある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。

機器に表示または本書に使用されるシンボルについて

機器の内部や操作箇所の近くに，または本書に，安全上または操作上の注意を喚起するための表示があります。

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。

守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。

警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。

注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。

MF2412B/MF2413B/ MF2414B
マイクロ波フリケンシカウンタ

取扱説明書

1998年（平成10年）８月17日（初　版）

2007年（平成19年）２月７日（第３版）

                                                                                                                                                                              
・予告なしに本書の内容を変更することがあります。

・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。
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 警告

1 左のアラートマークを表示した箇所の操作をするときは，必ず取扱説明書

を参照してください。取扱説明書を読まないで操作などを行った場合は，

負傷する恐れがあります。また，本器の特性劣化の原因にもなります。

なお，このアラートマークは，危険を示すほかのマークや文言と共に用い

られることもあります。

2 測定カテゴリについて

本器は，測定カテゴリⅠ（CATⅠ）の機器です。CATⅡ，Ⅲ，およびⅣに該

当する場所の測定には絶対に用いないでください。

測定器を安全に使用するため，IEC 61010では測定カテゴリとして，使用

する場所により安全レベルの基準をCATⅠ～CATⅣで分類しています。

概要は下記のとおりです。

CATⅠ： コンセントからトランスなどを経由した機器内の二次側の電気

回路

CATⅡ： コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工具・家庭用

電気製品など）の一次側電気回路

CATⅢ： 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側およ

び分電盤からコンセントまでの電気回路

CATⅣ： 建造物への引き込み電路，引き込み口から電力量メータおよ

び一次側電流保護装置（分電盤）までの電気回路

3 本器へ電源を供給するには，本器に添付された3芯電源コードを3極コン

セントへ接続し，アース配線を行ってから使用してください。3極コンセント

がない場合は，本器へ電源を供給する前に，変換アダプタから出ている

アース線の先端の端子を，必ずアースに配線してから使用してください。

アース配線を行わないで電源を供給すると，負傷または死につながる感

電事故を引き起こす恐れがあります。また，精密部品を破損する恐れが

あります。

4 本器は，お客様自身では修理できませんので，本体またはユニットを開け，

内部の分解などしないでください。本器の保守については，所定の訓練を

受け，火災や感電事故などの危険を熟知した当社または当社代理店の

サービスマンに依頼してください。本器の内部には，高圧危険部分があり

不用意にさわると負傷または死につながる感電事故を引き起こす恐れが

あります。また精密部品を破損する恐れがあります。

修理

感電
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 警告

5 機器本体またはユニットには，出荷時の品質を保持するために性能保証

シールが貼られています。このシールは，所定の訓練を受け，火災や感

電事故などの危険を熟知した当社または当社代理店のサービスマンに

よってのみ開封されます。第三者によってシールが開封，破損されると機

器の性能保証を維持できない恐れがあると判断する場合があります。お

客様自身で機器本体またはユニットを開け，性能保証シールを破損しな

いよう注意してください。

6 本器は，必ず決められた設置方法に従って使用してください。本器を決め

られた設置方法以外で設置すると，わずかの衝撃でバランスを崩して足

元に倒れ，負傷する恐れがあります。また，本器の電源スイッチの操作が

困難になる設置は避けてください。

7 電池をショートしたり，分解や加熱したり，火に入れたりしないでください。

電池が破損し中の溶液が流出する恐れがあります。

電池に含まれる溶液は有毒です。

もし，電池が破損などにより溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に

入れたりしないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，

口をゆすいでください。目に入った場合は，擦らずに流水でよく洗ってくだ

さい。いずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に触

れた場合や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。

8 本器の表示部分にはLCD（Liquid Crystal Display）を使用しています。強

い力を加えたり，落としたりしないでください。強い衝撃が加わると，LCD
が破損し中の溶液（液晶）が流出する恐れがあります。

この溶液は強いアルカリ性で有毒です。

もし，LCDが破損し溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に入れたり

しないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，口をゆす

いでください。目に入った場合は，擦らずに流水でよく洗ってください。い

ずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に触れた場合

や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。

電池の溶液

LCD

転倒

校正
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 注意

1 ヒューズを交換するときは，電源コードを電源コンセントから抜いて，本書

記載のヒューズと交換してください。電源コードを電源コンセントから抜かな

いでヒューズの交換を行うと，感電する恐れがあります。また，本器背面の

ヒューズの表示と同じ形名または同じ特性のヒューズを使用してください。

規格外のヒューズを使用すると火災事故につながる恐れがあります。

ヒューズの表示において

T3.15Aはタイムラグ形ヒューズであることを示します。

2 電源やファンの周囲のほこりを清掃してください。

・ 電源コンセントに付着したほこりなどは，ときどき，清掃して使用してく

ださい。ほこりが電極にたまると火災になる恐れがあります。

・ ファンの周りのほこりなどを清掃し，風穴をふさがないようにしてくださ

い。風穴をふさぐと，本器内部の温度が上昇し，火災になる恐れがあ

ります。

3 測定端子Input 1には，その端子とアースの間が＋10 dBm以上にな信号

を入れないでください。本器内部が破損する恐れがあります。

測定端子Input 2には，その端子とアースの間が10 Vrms（1 MΩ）/2
Vrms（50 Ω）以上にな信号を入れないでください。本器内部が破損する

恐れがあります。

ヒューズ交換

清掃

測定端子
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 注意

本器はメモリのバックアップ用電池として，フッ化黒鉛リチウム電池を使用し

ています。交換はアンリツ計測器カストマサービスで行いますので，当社また

は当社代理店へ依頼してください。

注：本器の電池寿命は購入後，約 7 年です。早めの交換が必要です。

本器内のメモリの

バックアップ用電池交換

について
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品質証明

アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足していること，

ならびにそれらの検査には，産業技術総合研究所（National Institute of
Advanced Industrial Science and Technology）および情報通信研究機構

（National Institute of Information and Communications Technology）など

の国立研究所によって認められた公的校正機関にトレーサブルな標準器を基準と

して校正した測定器を使用したことを証明します。

品質保証

アンリツ株式会社は，納入後 1 年以内に製造上の原因に基づく故障が発生した場

合は，無償で修復することを保証します。

ただし，次のような場合は上記保証の対象外とさせていただきます。

・ 取扱説明書に記載されている保証対象外に該当する故障の場合。

・ お客様の誤操作，誤使用，無断改造・修理による故障の場合。

・ 通常の使用を明らかに超える過酷な使用による故障の場合。

・ お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。

・ 火災，風水害，地震，そのほか天災地変などの不可抗力による故障の場合。

・ 指定外の接続機器，応用機器，応用部品，消耗品による故障の場合。

・ 指定外の電源，設置場所による故障の場合。

また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。

アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別の

事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を負い

かねます。

当社へのお問い合わせ

本製品の故障については，本書（紙版説明書では巻末，CD 版説明書では別ファ

イル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡くださ

い。
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国外持出しに関する注意

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。

2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。

本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。
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電源ヒューズについて

電源関係の安全性確保のために，当社の製品では，お客様の要求に応じて

1 ヒューズ電源または 2 ヒューズ電源が提供されています。

1 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の片方だけに

ヒューズが付きます。

2 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の両方に

ヒューズが付きます。

例 1：1 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 1 個見えます。

ヒューズホルダ

例 2：2 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 2 個見えます。

ヒューズホルダ

　　　　



x
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表1-6 標準規格（続き）

MF2414B�
8�
�
�
�
�
�
�
9�
9.1�
�
�
�
9.2�
�
�
�
9.3�
�
10�
10.1�
(1)�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
(2)�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
(3)

入出力コネクタ�
�
�
�
�
�
�
ゲーティング機能�
トリガ�
�
�
�
トリガディレイ�
�
�
�
ゲート幅�
�
パルス変調波測定�
キャリア周波数測定�
最高分解能�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
測定時間�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
確度�

項目�
Input1 ： N（MF2412B）�
 ： SMA（MF2413B）�
 ： K（MF2414B）�
Input2 ： BNC�
External Trigger Input ： BNC�
Reference Input ： BNC�
Reference Output ： BNC�
�
Int ： 被測定信号を使ってトリガを検出�
Ext ： External Trigger Inputを使ってトリガ�
  を検出�
Line ： AC LINEを使ってトリガを検出�
トリガ検出からカウント開始まで： OFF, 20 ns ～ 0.1 s�
　≦320 nsは20 nsステップで可変�
　＜1 usは40 nsステップで可変�
　≧1 usは有効桁２桁で連続可変�
100 ns～0.1 s (Pulse Width Narrow)        ＜1 usは20 nsステップで可変�
１us～0.1 s    (Pulse Width Wide)        ≧1usは有効桁２桁で連続可変�
�
（Manual測定モードで測定）�
�
�
�
�
�
    �
�
�
�
�
�
分解能対測定時間（測定キャリア周波数：1 GHz）�
�
�
�
    �
�
�
�
�
�
�
±1カウント±基準信号確度×測定周波数±トリガ誤差�
±残留誤差２（被測定周波数（GHz）／２カウント（rms））±1/TGW

MF2412B MF2413B

 分解能 測定時間 
 1 Hz 200 s�
 10 Hz 20 s�
 100 Hz 2 s�
 1 kHz 200 ms�
 10 kHz 20 ms�
 100 kHz 5 ms�
 1 MHz 5 ms

�

1 M

10 k

100

1

10 m
10 n 100 n 1 μ�10 μ�100 μ�1 m 10 m 100 m

最
高
分
解
能
（
　
）�

パルス幅（s）�

Hz

測定時間�
 TMS = max (T,Ts)�
  ×(1/(fR×TGW))2�
�
試験データ�
 fR ：分解能　･･･表より�
TGW ：ゲート幅･･･0.1/fR�
 Ts ：処理時間･･･50 us�
 T ：周期　　･･･2/fR�
�

1.4 規格



1-8

第１章 概要

表1-6 標準規格（続き）

MF2414B�
10.2�
(1)�
(2)�
(3)�
10.3�
(1)�
(2)�
(3)�
11�
11.1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
11.2�
�
�
�
�
�
�
�
�

変調パルス幅測定�
分解能�
確度�
単位表示�
パルス周期測定�
分解能�
確度�
単位表示�
周波数（CW測定）�
分解能／計数時間�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
測定確度 Input1�
�
�
�
�
�
�
  Input2�
�
�

項目�
�
1 ns�
±20 ns±基準信号確度×測定パルス幅±トリガ誤差�
μs固定表示�
�
1 ns�
±20 ns±基準信号確度×測定周期幅±トリガ誤差�
μs固定表示�
�
Input1 ： 1 MHz/1 us ～ 0.1 Hz/10 s （Normal）�
  1 MHz/0.18 us ～ 0.1 Hz/1.8 s （Fast，代表値）�
Input2 ： 10 MHz ～ 1 GHz（50 Ω）は 1 MHz/1 us ～ 0.1 Hz/10 s�
  10 Hz ～ 10 MHz（1 MΩ）は 下図による�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
カウントモードNormal ：±1カウント±基準信号確度×測定周波数�
 　±残留誤差１（被測定周波数 (GHz) ／10カウ 
　 　ント(rms)）　　　　　　　�
　　　　　　　Fast ：±1カウント±基準信号確度×測定周波数�
 　±トリガ誤差�
 　±残留誤差２（被測定周波数 (GHz) ／２カウ 
　 　ント(rms)）�
10 MHz～1 GHz ：±1カウント±基準信号確度×測定周波数�
10 Hz～10 MHz ：±1カウント±基準信号確度×測定周波数�
 　±トリガ誤差�

MF2412B MF2413B

10 s

101

2
1 s

100 m

10 m

1 m

100u

10 100 1 k 10 k 100 k 1 M 10 M

102 103 104 105 106 107 108

100 M 1 G

測
定
時
間
（
　
）�

入力周波数（Hz）�

測定周期（回）�

(1mHz) (10mHz)

(100 mHz)

(1 Hz)

(10 Hz)

(100 Hz)

s
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表1-6 標準規格（続き）

MF2414B�
12�
12.1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
12.2�
�
�
12.3�
�
�
�
13�
�

Auto/Manual測定�
Auto�
（CW測定）�
�
（Burst測定）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Manual�
（CW 測定）�
�
Manual�
（Burst測定)�
�
�
サンプルレート�

項目�
�
�
FMトレランス ： 35 MHzp－p�
捕獲時間 ： 50 ms以下�
FMトレランス ： 35 MHzp－p�
捕獲時間 ： 測定キャリア周波数：1 GHz，レベル：0 dBm�
   捕獲時間 TACQ=TACQ1+TACQ2�
    TACQ1　表Aより�
    TACQ2=4 × { (Tp+200 us) × K}�
     K ：表Bより�
     Tp ：パルス繰り返し周期�
�

表A　パルス繰り返し周期Tp対TACQ1�
�
�
�
�
�
�

表B　ゲート時間TG対K�
�
�
�
�
�
�

表C　試験データ�
ゲート時間TG=100 us：K=100�

�
�
�
�
�
�
�
入力許容範囲 ： ±30 MHz (0.6～1 GHz)�
 　 ±40 MHz (≧1 GHz)�
捕獲時間 ： 15 ms以下�
入力許容範囲 ： ±30 MHz (0.6～1 GHz)･･PulseWidth Wide Only�
 　 ±20 MHz (≧1 GHz )･･･Pulse Width Narrow�
 　 ±40 MHz (≧1 GHz )･･･PulseWidth Wide�
捕獲時間 ： 15 ms以下（パルス繰り返し周期＜1 ms）�
Auto　　 ： 10 ms～10 s (1-2-5step)，Hold �
Manual　 ： 1 ms～10 s (1-2-5step)，Hold

MF2412B MF2413B

パルス繰り返し周期 　Tp�
1 us＜Tp≦1 ms�
1 ms＜Tp≦10 ms�
10 ms＜Tp≦100 ms

TACQ1�
1.1 s�
1.6 s�
6.1 s

ゲート時間 　TG�
1 us≦TG≦10 us�
10 us＜TG≦100 us�
100 us＜TG≦100 ms

K�
10000�
100�
5

パルス繰り返し周期 　Tp�
200 us～400 us�
400 us～600 us �
600 us～800 us �
800 us～1 ms

捕獲時間（最大）TACQ�
1790 ms�
1870 ms�
1950 ms�
2030 ms

1.4 規格
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第１章 概要

表1-6 標準規格（続き）

�
Input1高速サンプル周期対周波数分解能�

�
�
�
�
�
�

Input2高速サンプル周期対周波数分解能�
（測定周波数100 MHz）�

�
�
�
�
�
�
±１カウント±基準信号確度 × 測定周波数±トリガ誤差�
±残留誤差２（被測定周波数 (GHz) /２カウント (rms) ）�
Input 1：±基準信号確度 × 測定時間±トリガ誤差±800 ns�
Input 2：±基準信号確度 × 測定時間±トリガ誤差±64/測定周波数�
100～2000個（1-2-5step）�
10 us～1 ms（1-2-5step）�
�
MF2412B：0 Hz～20 GHz�
MF2413B：0 Hz～27 GHz�
MF2414B：0 Hz～40 GHz�
1 Hz

MF2414B�
14�
14.1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
14.2�
�
14.3�
�
14.4�
14.5�
15�
15.1�
�
�
15.2

高速サンプル�
周波数分解能�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
周波数確度�
�
時間確度�
�
データ数�
サンプル周期�
テンプレート機能�
リミット周波数範囲�
�
�
設定分解能�

項目� MF2412B MF2413B

高速サンプル周期�
10 us�
100 us �
1 ms

周波数分解能�
10 kHz�
1 kHz�
100 Hz

高速サンプル周期�
10 us�
100 us �
1 ms

周波数分解能�
100 kHz�
10 kHz�
1 kHz
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1.4 規格

表1-6 標準規格（続き）

MF2414B�
16�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
17�
17.1�
17.2�
18�
19�
�
�
�
20�
�
21�
�
�
22�
23�
24

スプリアス許容範囲�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表示�
表示桁数�
表示方式�
バックアップ�
基準発振器安定度�
�
�
�
外部制御�
�
電源�
�
�
温度範囲�
寸法�
質量�

項目�
fc：信号周波数�
fs：スプリアス信号周波数�

| fc-fs |≦500 MHz�
  信号レベル＜-2 dBm�
�
�
�
  信号レベル≧-2 dBm�
�
�
�

 | fc-fs |＞500 MHz�
  信号レベル＜-2 dBm�
�
�
�
�
�
  信号レベル≧-2 dBm�
�
�
�
�
�
�
�
12桁および－符号１桁�
248×60ドットLCD，バックライト付き�
電源断時の設定状態を不揮発メモリに記憶�
起動特性  ：±5×10－8/day（30分間作動以降）�
エージングレート ：±2×10－8/day（24時間動作以降）�
温度特性 ：±5×10－8（25 ℃±25 ℃）�
周波数 ：10 MHz�
GPIB（IEEE488.2標準コマンド対応）�
インタフェース機能：SH1,AH1,T5,L4,SR1,RL1,PP0,DC1,DT1,C0,E2�
100～230 V　（自動切換）�
47.5～63 Hz�
起動時≦ 90 VA，定常時≦ 80 VA�
0～50 ℃�
213 W×88 H×350 D�
5 kg以下

MF2412B MF2413B

信号周波数�
600 MHz≦fc≦40 GHz

スプリアス許容範囲�
≦-27 dBc

信号周波数�
600 MHz≦fc≦40 GHz

スプリアス許容範囲�
≦-35 dBc

信号周波数�
600 MHz≦fc≦20 GHz�
20 GHz＜fc≦27 GHz�
27 GHz＜fc≦40 GHz

スプリアス許容範囲�
≦-27 dBc�
≦-32 dBc�
≦-{0.741 × fc (GHz) +12} dBc

信号周波数�
600 MHz≦fc≦20 GHz�
20 GHz＜fc≦27 GHz�
27 GHz＜fc≦40 GHz

スプリアス許容範囲�
≦-35 dBc�
≦-40 dBc�
≦-{0.741 × fc (GHz) +20} dBc
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第２章 使用前の準備

この章では，本器を使用する前に行なう準備作業と安全処置について説明します。安全処置は，人体や機器
に損傷をおよぼさないための対策であって，準備作業を進めていく上で実施する内容と本装置を使用する前
にあらかじめ知っておくべき内容とからなります。

2.1 設置場所の環境条件 ................................................................. 2-2
2.2 安全処置 ................................................................................... 2-3

2.2.1 電源に関する安全処置 ................................................. 2-3
2.2.2 Input1接栓への過大電力............................................... 2-3
2.2.3 Input2接栓への過大電力............................................... 2-4
2.2.4 Reference1,2,5,10 MHz Input接栓への過大電力.......... 2-5
2.2.5 External Trigger Input接栓への過大電力 ...................... 2-6

2.3 電源投入前の準備作業 ............................................................. 2-7
2.3.1 電源電圧を確認する ..................................................... 2-8
2.3.2 電源コードを接続する ................................................. 2-8
2.3.3 ヒューズ交換................................................................ 2-10
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2.2 安全処置

2.2.4 Reference1,2,5,10 MHz Input接栓への過大電力

注意

Reference1,2,5,10 MHz Input接栓の入力レベルは，1～5 Vp-pです。7 Vp-pを越
える過大入力が加えられますと,回路を焼損する恐れがあります。

図2-4 Reference1,2,5,10 MHz Input接栓
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第２章 使用前の準備

2.2.5 External Trigger Input接栓への過大電力

注意

External Trigger Input接栓には,過電圧保護回路が内蔵されておりますが，上限値
は,10 Vp-pです。
これ以上の電圧は絶対に入力しないでください。過大入力が加えられますと回路
を焼損する恐れがあります。

図2-5 External Trigger Input接栓
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第２章 使用前の準備

2.3.1 電源電圧を確認する
本器を正常に動作させるために，下記に記載した電源電圧の範囲で使用してください。

電圧�
100 V系AC電源�
230 V系AC電源�

電圧範囲�
100～120 V�
200～240 V

周波数�
50～60 Hz�
50～60 Hz

100 V系および200 V系は，自動切り替え方式です。

 注意

上記以外の電源電圧を使用した場合，感電や火災，故障，誤動作の原因となるこ
とがあります。

2.3.2 電源コードを接続する
電源コードの接続は，背面パネルにある主電源スイッチがオフ（○）になっていることを確認してから行いま
す。

電源コードを電源コンセントおよび背面パネルにある電源インレットに差し込みます。電源接続時に本器が
確実にアースに接続されるよう，付属の3芯電源コードを用いて接続してください。

アース端子�

アースピン�
プラグ� ３芯電源コード�
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3極コンセントがない場合は，3極－2極変換アダプタを用います。3極－2極変換アダプタのアース線をアー
ス端子に接続したあと，3極－2極変換アダプタを電源コンセントに接続してください。次に，3芯電源コー
ドを3極－2極変換アダプタに接続してください。

変換アダプタ�

アースピン�
プラグ� ３芯電源コード�

アース端子�

警告

アース配線を実施しない状態で電源コードを接続すると，感電による人身事故の
恐れがあり，また本器および本器と接続された周辺機器を破損する可能性があり
ます。

本器の電源供給に，アース配線のないコンセント，延長コード，変圧器などを使
用しないでください。

 注意

本器の故障や誤動作などの緊急時は，背面パネルの主電源スイッチをオフ（○）に
するか，電源コードの電源インレットまたはプラグを外して，本器を電源から切
り離してください。

本器を設置する場合，主電源スイッチが操作しやすいように配置してください。

本器をラックなどに実装した場合，電源供給元となるラックのスイッチまたはサー
キットブレーカを，電源切り離しの手段としても構いません。

なお，本器の正面パネルにある電源スイッチはスタンバイスイッチなので，この
スイッチでは主電源を切断できません。

2.3 電源投入前の準備作業
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第２章 使用前の準備

2.3.3 ヒューズ交換
本器の標準付属品には，ヒューズが２本予備品として添付されています。
このヒューズは，現用ヒューズが切れた場合使用します。
万一故障のため，ヒューズを交換する場合は，故障の原因を確かめ，その原因を取り除いてからヒューズを
取り換えてください。

定格電圧�
100 V�
230 V

ヒューズ定格表示�
T3.15 A�
T3.15 A

ヒューズ定格�
3.15 A, 250 V�
3.15 A, 250 V

ヒューズ名前�
T3.15 A 250 V�
T3.15 A 250 V

形名・記号�
F0012�
F0012

ヒューズホルダ�

ヒューズ定格表示�
定格電圧�

警告

● ヒューズ交換の際は，電源スイッチを切り，電源プラグをコンセントよりは
ずしてから行なってください。電源を入れたままヒューズ交換を行なうと感
電の恐れがあります。

● ヒューズ交換後，電源を再投入する前に，前述した保護接地のいずれかを実
施し，かつ，AC電源電圧が適切であることを確認した後に電源スイッチを
ONにしてください。電源投入時，保護接地がないと感電の恐れがありま
す。また，AC電源電圧が不適当ならば，異常電圧によって機器内部が損傷を
受ける恐れがあります。

 注意

予備ヒューズがない場合は，現在ヒューズホルダにあるヒューズと同じタイプ，
同じ定格電圧・電流のヒューズと交換してください。

● 同じタイプでなければ，着脱困難，接触不良，溶断時間の遅延などの恐れが
あります。

● ヒューズの定格電圧・電流に余裕がある場合は，再び故障がおきたとき，
ヒューズが溶断しないこともあり得るので，火災による機器破損の恐れがあ
ります。
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以上述べた安全処置を行なった上で，ヒューズを次の手順で交換してください。

ステップ�
1�
�
�
2�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
3�
�
4

背面パネルの電源ラインスイッチをOFFにします。この時正面パネルのLCD表示および全
てのLEDランプが消灯しているのを確認してください。�
�
下図に示すヒューズホルダをはずします。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
ホルダからヒューズを取り出し，代わりに予備のヒューズ注1を入れます。�
�
ヒューズホルダを戻します。�

ヒューズ交換手順�

ヒューズホルダ�

注１：
もしなければ，形名・記号，品名，数量をご指定の上，当社サービス部門へご注文ください。

2.3 電源投入前の準備作業
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.
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表3-1　正面パネル配置の各部の機能（続き）

No
2�
�
�
�
�
�
�
�
3�
�
�
�
�
�
�
�
�
4�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
5�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
6�
�

表示�
Input1入力コネクタとInput1 LEDです。�
 600 MHz以上，特に1 GHz以上の周波数を測定する場合に信号をこのコネクタ 
に接続します。�

 機種により上限周波数とコネクタ形状が異なります。  

 

MF2412B/MF2413B/MF2414Bに対して上限周波数は20 GHz/27 GHz/40 GHzとな
り，コネクタの形状はN/SMA/K形になります。�

 Input1 LEDは，Input1が使用可能なとき点灯します。Input1をご利用になると
きはInputの設定画面のInput CHメニューでInput1を選択してください。�

Input2入力コネクタとInput2 LEDです。�
 10 Hzから1 GHzの間の周波数を測定する場合に信号をこのコネクタに接続し
ます。�

 Input2 LEDは，Input2が使用可能なとき点灯します。Input2をご利用になると
きはInputの設定画面のInput CHメニューでInput2を選択してください。�

�
�
�
�
[Hold]キー，[Restart]キーとHold LEDです。�
 周波数測定が繰り返し行われている時に，[Hold]キーを押下しますと測定が停
止し測定値を表示し続けます。この状態をホールド状態と呼び，ホールド状
態の時に[Hold]キーを押下しますと繰り返し測定を再開します。�

 Hold LEDは，ホールド状態の時に点灯します。�
 [Restart]キーを押下しますと測定処理または統計処理をリスタートします。�
 ホールド状態の時に[Restart]キーを押下しますと測定処理または統計処理を１
回だけ行い，再びホールド状態になります。この動作をシングル測定と呼び
ます。�

�
Frequency Acquisition LEDです。�
 Input1の周波数を自動で捕獲する（周波数捕獲Auto測定）か，マニュアルで捕
獲する（周波数捕獲Manual測定）かを示します。�

 周波数捕獲Auto測定の場合には，測定周波数帯域の全範囲に渡って入力信号
を測定し，規定レベルに達した信号の周波数を測定します。�

 周波数捕獲Manual測定の場合には，あらかじめ設定された周波数入力許容範
囲で規定される近傍の信号が入力されたとき，その入力信号を測定します。�

 Frequency Acquisition LEDは，周波数捕獲モードがAutoの場合に点灯します。
周波数捕獲Autoをご利用になる場合はFreq Acqの設定画面のModeメニューで
Autoを選択してください。�

�
[Meas Mode]キーとMeas Mode LEDです。�
 バースト波を測定するか連続波を測定するかを選択します。�
 バースト波測定が選ばれた時は，キャリア周波数，バースト信号の幅および
バーストの繰り返し周期の測定が可能です。�

 連続波測定が選ばれた時は，その周波数を測定します。�
 Meas Mode LEDは，バースト波測定が選択されているときに点灯します。�
�

機能概要�

3.1 パネル配置
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第３章 パネル配置と操作概要

表3-1　正面パネル配置の各部の機能（続き）

No
7�
�
�
�
�
8�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
9�
�
�
�
�
�
�
�
10�
�
�
�
�
�
�
11�
�
12�
�
�
13

表示�
[Return to Meas]キーとSetup LEDです。�
 設定画面のときに[Return to Meas]キーを押下しますと測定画面になります。�
 Setup LEDは，設定画面の時に点灯します。�
�
�
テンキーまたはダイレクトキーです。�
 数値入力状態の時は，[0]～[9]，[.]，[±]，[GHz]，[MHz]，[kHz]，[BS]キーは 
 数値を入力するためのキーです。これらを総称してテンキーと呼びます。�
 数値入力状態以外の時は，パネル上に印刷された項目のパラメータを設定する 
 ために使用します。これらを総称してダイレクトキーと呼びます。�
 �
 [.]キーはSystemの設定画面に遷移する[Sys]キーです。�
 [0]キーはInputの設定画面に遷移する[Input]キーです。�
 [1]キーはTemplateの設定画面に遷移する[Temp]キーです。�
 [2]キーはOffsetの設定画面に遷移する[Ofs]キーです。�
 [3]キーはStatisticの設定画面に遷移する[Stat]キーです。�
 [4]キーはTriggerの設定画面に遷移する[Trig]キーです。�
 [5]キーはTrigger Delayの設定画面に遷移する[TD]キーです。�
 [6]キーはGate Widthの設定画面に遷移する[GW]キーです。�
 [7]キーはFreq Acqの設定画面に遷移する[Freq]キーです。�
 [8]キーはLevel Acqの設定画面に遷移する[Level]キーです。�
 [9]キーはBurstの設定画面に遷移する[Burst]キーです。�
�
 ダイレクトキーを押下しますとパラメータ設定画面が表示され，Setup LEDが 
 点灯します。�
[＜]，[＞]，[Enter]キーです。�
 測定画面を表示している時には，[＜]，[＞]キーによって周波数測定分解能 
 （Resolution）を設定します。�
 設定画面を表示している時，[＜]，[＞]キーによってカーソルを移動させま 
 す。�
 [Enter]キーは２値選択メニューのパラメータのトグル，多値選択メニューの場 
 合のパラメータの決定，数値入力メニューの入力モードのOn/Offに使用しま 
 す。�
[∧]，[∨]キーです。�
 測定画面を表示している時には，[∧]，[∨]キーによって測定の休止時間 
 （Sample Rate）を設定します。�
 Level Acqの設定画面を表示している時には，マニュアル振幅弁別値を[∧]， 
 [∨]キーによって設定します。�
 Trig Delay，Gate Widthの設定画面を表示している時には，数値パラメータを 
 [∧]，[∨]キーによっても増減させることができます。�
248×60ドットのLCD表示器です。�
 周波数測定結果の表示や各種パラメータの設定のために用います。�
[Local]キーとRemote LEDです。�
 本器をリモート状態からローカル状態に設定します。�
 Remote LEDは，リモート状態のとき点灯します。�
[Preset]キーです。�
 本器のパラメータを初期設定します。それぞれのパラメータの設定値につい 
 ては，付録Aの初期値/プリセット値一覧を参照してください。�

機能概要�

�
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3.1.3 背面パネル配置
図3-3に背面パネルの配置図を示すとともにその機能概要を説明します。

8 9 1 32

7 6 5

4

図3-3 背面パネル配置図

表3-3 背面パネル配置の各部の機能

No
1�
�
�
�
�
2�
�
�
3�
�
�
4

表示�
電源ラインスイッチです。�

電力を本器に供給するためのスイッチです。電源スイッチがOffからOn（スイ
ッチが押し込まれた状態）になりますと水晶発振器のオーブンに電力が供給
されます。このとき，正面パネルの電源スイッチをOnにしますと，本器の各
部に電力が供給されます。�

ヒューズホルダです。�
ヒューズが入っています。交換を行なう場合は，安全のため必ず定められた
定格のものを使用してください。�

AC電源インレットです。�
電源コードを接続します。�
安全のため必ず定められた定格のものを使用してください。�

機能接地端子です。�
機器の筐体と電気的に接続された端子です。�

機能概要�
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5.4 デバイスメッセージリスト

② BSTMD burst mode
バースト測定において，キャリア周波数を測定するか，バースト幅を測定するか，バースト周期
を測定するかを設定します。

コマンド ：BSTMD n
クエリ ：BSTMD?
レスポンス ：BSTMD n

＜プログラムデータ＞
nの値 設定値
0 ...................... CARRIER FREQUENCY    （初期値）
1 ...................... BURST WIDTH
2 ...................... BURST PERIOD

表5-4　バースト測定極性による測定対象の関係

バースト測定極性�

バーストoffの時間測定�
�
�
�
�
�
バーストoffから次のoffまでの時間
測定�

バーストonの時間測定�
�
�
�
�
�
バーストonから次のonまでの時間
測定�

バースト幅�
�
�
�
�
�

バースト周期�

正極性� 負極性�

測
　
定
　
項
　
目�

③ BSTPL burst polarity
バースト幅やバースト周期を測定する場合の位置（メッセージBSTMD参照）を以下の様に指定します。

コマンド ：BSTPL n
クエリ ：BSTPL?
レスポンス ：BSTPL n

＜プログラムデータ＞
nの値 設定値
0 ...................... POSITIVE（初期値）
1 ...................... NEGATIVE
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第５章 GPIB

5.4.5 MF76互換リスト
表5-4にMF76A互換リストを掲載します。表左側のMF76Aコマンドを実行すると表右のMF24シリーズコマン
ドを実行したのと等価です。MF76Aコマンドはあくまで旧機種との互換を対象として必要最小限度の互換性
を保っております。新規設計には使用しないでください。

表5-5 MF76A　GPIBプログラムメッセージ互換

サービスリクエスト�
発生モード RQ�
�
�
�
�
�
�
�
データターミネータ DT�
�
�
測定開始命令�
�
初期化命令�
�
入力レンジ切換 IN�
�
�
�
測定分解能切換 RE�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
サンプルレート切換 SR�
�
�
�

�
RQ0�
RQ1�
RQ2�
RQ3�
RQ4�
RQ5�
RQ6�
RQ7�
�
DT0�
DT1�
�
RS�
�
CL�
�

IN10�
IN11�
IN2�
�
RE2�
RE3�
RE4�
RE5�
RE6�
RE7�
RE8�
RE9�
RE13�
RE14�
RE15�
RE16�
�
SR0�
SR1�
SR2

�
＊SRE 0�
ESE2 1�
＊ESE 32�
ESE2 1�
＊SRE 16�
ESE2 1�
＊ESE 48�
ESE2 1�
�

TRM 1�
対応無し�

�
＊TRG�
�

＊RST�
�

INPCH 2�
INPCH 2�
INPCH 1�
�

RES 2�
RES 3�
RES 4�
RES 5�
RES 6�
RES 7�
RES 8�
RES 9�
RES 0�
RES 1�
RES 2�
RES 3�
�

SH 0�
SH 1�
SH 0

�
�

＊SRE 4�
＊SRE 32�
＊ESE 32�
＊SRE32�
＊ESE16�
＊SRE 32�
＊ESE 48�

�
�
�
�
�
�
�
�

INP2Z 0�
INP2Z 1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

SMP 0

�
�
�
�

＊SRE 36�
�

＊SRE 36�
�

＊SRE 36

MF76AのGPIBコマンド� MF2410のGPIBコマンド�
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5.4 デバイスメッセージリスト

表5-5 MF76A　GPIBプログラムメッセージ互換（続き）

マニュアルモード選択 MA�
�
�
オフセットモード選択 OF�
�
�
�
�
�
百万分率モード選択 RA�
�
�
バーストモード選択 BU�
�
�
振幅弁別機能切換 AD�
�
�
出力モード切換 OM�
�
�

�
MA0�
MA10�
�
OF0�
OF10＋�
OF10－�
OF20＋�
OF20－�
�
RA0�
RA1�
�
BU0�
BU1�
�
AD0�
AD10�
�

OM0�
OM1

�
ACF 0�
ACF 1,1�
�

OFS 0�
OFS 1,1�
OFS 2,1�
OFSDT 1�
OFSDT 1�
�

OFS 0�
OFS 3�
�

BST 0�
BST 1�
�

ACL 0�
ACL 1,1�
�

OM 0�
OM 1

�
�
�
�
�
�
�

OFS 1�
OFS 2�
�
�
�

MF76AのGPIBコマンド� MF2410のGPIBコマンド�
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